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「511
j報)北

海
道
大
学
法
学
会
記
事

O
二
O
O
一
年
三
月
一
一
一
一
日
(
木
)
午
後
二
時
半
よ
り

「
貴
族
と
憲
法
|
|
ラ
ッ
サ

l
ル
『
既
得
権
の
体
系
』
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト

「
制
度
的
保
障
論
」
の
問
|
|
」

報

告

者

川

健

東
京
都
立
大
学
法
学
部
教
授
)

出
席
者

石

十

名

拙
著
『
自
由
と
特
権
の
距
離
』
(
一
九
九
九
、
日
本
評
論
社
)
に
お
い

て
、
俗
に
制
度
的
保
障
論
と
呼
ば
れ
る
人
権
解
釈
論
の
基
本
的
な
枠
組
を

め
ぐ
る
、
文
字
通
り
の
悲
喜
劇
を
解
明
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
詳
細
は
現

在
準
備
中
の
別
稿
に
譲
り
、
意
図
的
に
叙
述
を
省
略
し
て
お
い
た
論
点
が

あ
っ
た
(
拙
著
註
(
四
一
四
)
)
。
そ
れ
が
、
今
回
の
題
目
と
な
っ
た
主
題

で
あ
る
。
権
左
教
授
ほ
か
の
身
に
余
る
ご
厚
意
に
よ
り
、
北
大
法
学
会
に

お
招
き
い
た
だ
い
た
の
を
機
会
に
、
そ
の
一
端
を
披
涯
し
て
ご
批
判
を
仰

ぐ
こ
と
に
し
た
。

ム口、I

こ
こ
で
問
題
と
し
た
の
は
、
憲
法
二
九
条
の
財
産
権
条
項
と
の
関
連
で

語
ら
れ
る
、

m
m
n
Z
E凶日
E
E
と
し
て
の
巴
加

g
z
s
の
保
障
と
い
う
定
式

の
意
味
で
あ
る
。
制
度
的
保
障
論
の
宗
家
と
目
さ
れ
る
カ

l
ル
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
が
、
自
ら
の
直
接
の
先
行
学
説
と
し
て
民
法
学
者
マ
ル
テ
イ
ン
・

ヴ
オ
ル
フ
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ヴ
オ
ル
フ
は
、
畑
違
い
の
憲
法
論
に
手
を
染
め
、
財
産
権
条
項
の
解
釈

論
に
関
す
る
彼
の
総
合
的
な
知
見
を
、
圧
縮
さ
れ
た
記
述
の
中
に
展
開
し
、

し
か
も
こ
の
唐
突
な
登
場
と
も
み
え
る
短
編
論
文
を
通
じ
て
、
そ
の
後
の

財
産
権
論
を
根
抵
的
に
転
回
さ
せ
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
憲
法
論
の
デ
ィ
ス

ク
ー
ル
そ
れ
自
体
を
転
轍
す
る
と
い
う
、
驚
く
べ
き
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
論
文
が
憲
法
の
世
界
に
も
た
ら
し
た
斬
新
な
発
想
の
一
つ
に
、
ワ

イ
マ

l
ル
憲
法
の
財
産
権
条
項
の
保
障
内
容
に
、

m
m
n
F
E
E
E
E
と
し
て

の
巴
加

g
g
g
の
保
障
が
含
ま
れ
る
、
と
い
う
解
釈
論
上
の
「
発
見
」
が

あ
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
の
前
に
ヴ
オ
ル
フ
な
く
、
そ
の
後
の
人
権
論
を
規
定
す

る
制
度
的
保
障
と
い
う
発
想
は
、
民
法
学
者
た
る
彼
に
よ
っ
て
突
然
変
異
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報

的
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
に
み
え
る
。

こ
の
、

m
m
n
Z巴
a
z
g同
と
し
て
の
巴
m
g
Z
B
の
保
障
を
、
無
知
ゆ
え

に
私
有
財
産
制
度
の
保
障
の
こ
と
と
速
断
し
た
こ
れ
ま
で
の
通
説
は
、
論

外
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
こ
の
「
法
制
度
と
し
て
の
所
有
権
」
を
憲
法

上
保
障
す
る
、
と
い
う
定
式
が
、
決
し
て
ヴ
ォ
ル
フ
に
お
い
て
唐
突
に
で

は
な
く
、
既
得
権
論
の
延
長
線
上
に
現
れ
る
べ
く
し
て
現
れ
た
も
の
で
あ

り
、
と
り
わ
け
師
匠
筋
の
オ
ッ
ト
l
・
フ
ォ
ン
・
ギ
l
ル
ケ
に
よ
る
論
理

構
成
か
ら
は
、
ほ
ん
の
ひ
と
ま
た
ぎ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
本
報
告
の

主
な
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

雑

序

た
い
く
つ
な
喜
劇
|
|
「
制
度
的
保
障
論
」
の
顛
末

1
.
ト
ポ
ス
と
し
て
の
「
現
状
保
障
」
の
謎
|
|
既
得
権
論
伝

統
の
行
方

2
.
先
行
学
説
と
し
て
の
玄

E
E
者。
-
R
「
法
制
度
保
障
論
」
の

謎
|
|
登
場
は
唐
突
か
必
然
か

3
.
本
当
は
何
を
狙
っ
て
い
た
の
か
|
l
f
ド
イ
ツ
革
命
・
所
領

の
喪
失
・
法
解
釈
論

I 

既
得
権
論
伝
統
の
行
方

1
.
既
得
権
(
要
。
F
W
2
0号
g
m
p
n
F
g
)
論
の
再
解
釈
|
|
法

律
の
不
遡
及
原
則

2
.
客
観
的
法
制
度
と
主
観
的
権
利
|
|
「
概
念
法
学
」
に
お

け
る
構
成

3
.
法
源
の
不
遡
及
原
則

l
l
法
律
の
時
間
的
妥
当
範
囲

E 

登
場
は
唐
突
か
必
然
か

1
.
Z
E
E
者。
-
R
の
来
歴

2
.
家
族
世
襲
財
産
制
の
復
活

3
.
ワ
イ
マ
l
ル
憲
法
の
下
で
の
財
産
権
論

E
 
ド
イ
ツ
革
命
・
所
領
の
喪
失
・
法
解
釈
論

1
.
ド
イ
ツ
革
命
と
貴
族
の
退
場

2
.
既
得
権
論
と
「
法
制
度
保
障
」
論

3
.
「
左
翼
急
進
主
義
」
へ
の
一
言
及
の
真
意

出吉

ド
イ
ツ
近
代
と
貴
族
、
あ
る
い
は
法
解
釈
学
の
将
来

か
く
し
て
、
家
族
世
襲
財
産
法
の
専
門
家
ヴ
オ
ル
フ
に
よ
る
財
産
権
論

の
構
想
の
背
後
に
、
「
ド
イ
ツ
近
代
と
貴
族
」
と
い
う
巨
大
な
水
脈
の
存

在
が
主
題
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
、
私
法
上
の
法
制
度
に
対
す
る
憲
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法
的
保
障
の
問
題
も
、
法
技
術
的
な
迂
回
路
を
通
り
な
が
ら
も
、
拙
著
で

解
明
し
た
公
法
上
の
制
度
体
保
障
論
の
水
脈
に
接
合
す
る
こ
と
と
な
る
。

現
在
の
日
本
の
財
産
権
論
は
、
そ
し
て
憲
法
論
は
、
ワ
イ
マ

l
ル
期
ド

イ
ツ
の
そ
れ
に
よ
っ
て
依
然
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も

の
と
い
っ
て
よ
い
制
度
的
保
障
論
は
、
「
進
歩
的
な
」
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法

に
対
す
る
大
方
の
予
断
に
反
し
て
、
「
社
会
化
」
に
対
す
る
体
制
防
衛
を

意
識
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
は
、
本
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
所
領
の

喪
失
と
い
う
危
機
に
直
面
し
た
王
家
や
貴
族
に
よ
る
反
駁
と
、
そ
れ
に
し

ば
し
ば
共
感
を
一
示
す
共
和
国
裁
判
所
の
判
例
と
に
対
抗
す
る
な
か
で
鍛
え

ら
れ
た
、
既
得
権
論
の
末
育
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
問
題
に
、
専
門
家
と

し
て
の
知
見
を
求
め
ら
れ
続
け
た
一
人
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
民
法
教
授
に
お

い
て
、
最
も
良
く
定
式
化
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

法学会記事

O
二
O
O
二
年
一
月
二
二
日
(
木
)
午
後
一
時
半
よ
り

「
ド
イ
ツ
中
世
後
期
の
学
識
法
曹
に
つ
い
て
L

報

告

者

ペ

l
タ
l
・
モ

I
ラ
フ

(
ド
イ
ツ
・
ギ

l
セ
ン
大
学
教
授
)

正

樹

通
訳
出
席
者

回

口

十
名

本
報
告
の
内
容
は
本
誌
次
号
以
降
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

O
二
O
O
二
年
二
月
七
日
(
木
)
午
後
一
時
半
よ
り

「
法
形
成
に
お
け
る
立
憲
的
合
意
の
意
義
」
報
告
者

妙

(
台
湾
・
国
立
台
湾
大
学
助
教
授
)

長
谷
川左吋

陳

芥

尾

真郎晃

}Ij 

島

出
席
者

三
十
四
名

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
一
方
で
、
社
会
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
地
域
の
社

会
に
お
い
て
は
、
民
族
や
宗
教
、
あ
る
い
は
地
域
文
化
な
ど
の
レ
ヴ
ェ
ル

で
の
多
元
化
も
看
取
さ
れ
、
既
存
の
国
民
国
家
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な

形
の
地
域
統
合
も
様
々
に
模
索
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
安
定

し
た
社
会
統
合
の
た
め
の
必
須
の
条
件
と
し
て
、
「
法
の
支
配
」
を
要
と

す
る
立
憲
主
義
の
確
立
は
大
き
な
意
義
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
を
支

え
る
た
め
に
社
会
に
お
け
る
立
憲
的
合
意
の
浸
透
が
鍵
と
な
る
。
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
高
等
法
政
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

法
学
会
、
法
理
論
研
究
会
、
お
よ
び
「
体
制
転
換
と
法
」
研
究
会
の
協
力

北法53(2・279)531



報

を
得
て
企
画
さ
れ
、
ゲ
ス
ト
報
告
者
と
し
て
国
立
台
湾
大
学
法
律
学
院
助

教
授
陳
妙
芥
氏
を
迎
え
て
、
副
報
告
者
に
長
谷
川
、
コ
メ
ン
テ

l
タ
l
尾

崎
、
川
島
、
司
会
鈴
木
の
各
氏
と
い
う
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

陳
氏
は
「
道
徳
的
価
値
の
多
元
性
と
立
憲
的
合
意
の
概
念
の
分
析
」
と
題

す
る
主
報
告
に
お
い
て
、
価
値
の
多
元
性
お
よ
び
合
意
の
理
論
的
諸
区
分

と
そ
れ
ら
の
性
質
に
関
す
る
分
析
と
検
討
を
行
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
立
憲

的
合
意
は
認
識
の
問
題
と
し
て
価
値
の
多
元
性
や
二
疋
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト

を
許
容
す
る
全
体
的
な
社
会
倫
理
的
合
意
で
あ
り
、
そ
れ
が
多
様
化
す
る

現
代
社
会
に
最
も
適
合
的
な
立
憲
的
体
制
生
み
出
す
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

長
谷
川
は
「
価
値
の
浸
透
と
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
法
の
転
成
」
と
題
し

た
報
告
を
行
い
、
異
文
化
聞
の
価
値
の
浸
透
過
程
が
法
体
系
に
も
た
ら
す

内
的
緊
張
と
そ
の
変
容
の
動
態
を
分
析
し
、
「
社
会
に
つ
な
が
れ
た
批
判

者
」
が
そ
の
過
程
で
果
た
す
解
釈
的
な
役
割
を
検
討
し
て
、
立
憲
的
合
意

形
成
の
一
つ
の
道
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
報
告
を
承
け
て
、
尾
崎
氏
は
特

に
陳
報
告
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
合
意
を
志
向
す
る

態
度
形
成
や
過
程
の
あ
り
方
、
立
憲
的
合
意
と
憲
法
典
あ
る
い
は
法
化
と

の
関
係
な
ど
を
質
し
た
。
ま
た
川
島
氏
は
特
に
長
谷
川
報
告
に
焦
点
を
当

て
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
憲
的
合
意
形
成
と
ア
ジ

ア
、
特
に
中
国
あ
る
い
は
台
湾
の
そ
れ
と
の
異
同
、
法
変
容
の
過
程
に
お

け
る
時
間
的
推
移
の
把
握
の
し
か
た
な
ど
を
質
し
た
。

雑

以
上
の
よ
う
な
報
告
と
コ
メ
ン
ト
を
終
え
て
か
ら
、
鈴
木
氏
の
司
会
の

も
と
で
、
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
両
報
告
者
の
レ
ス
ポ
ン
ス
、
お
よ
び
そ
れ

ら
を
承
け
て
フ
ロ
ア
ー
か
ら
の
質
疑
と
そ
れ
へ
の
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ

た
。
そ
こ
で
大
き
な
論
点
に
な
っ
た
の
は
、
歴
史
的
な
事
実
の
経
過
と
の

関
係
で
の
立
憲
的
合
意
の
理
論
的
把
握
の
意
義
、
西
欧
近
代
の
法
的
・
政

治
的
価
値
が
ア
ジ
ア
社
会
や
そ
の
他
の
非
西
欧
社
会
へ
浸
透
す
る
こ
と
の

意
義
と
限
界
、
価
値
の
浸
透
過
程
が
歴
史
的
に
変
容
す
る
場
合
の
理
論
枠

組
み
如
何
、
国
際
法
な
ど
の
領
域
で
の
現
実
的
な
合
意
形
成
略
に
対
す
る

評
価
、
あ
る
い
は
現
今
の
中
国
や
台
湾
で
の
体
制
改
革
の
問
題
や
文
化
的

多
元
性
に
関
す
る
法
的
問
題
の
把
握
、
社
会
倫
理
的
な
意
味
で
の
立
憲
的

合
意
形
成
が
有
す
る
秩
序
化
の
意
義
と
限
界
な
ど
の
諸
点
で
あ
っ
た
。
い

ず
れ
も
根
本
的
な
問
題
ば
か
り
で
あ
り
、
立
場
の
相
異
も
大
き
か
っ
た
が
、

そ
の
分
参
加
者
の
聞
で
率
直
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
立
憲
的
合
意
と
い
う
公
共
的
秩
序
形
成
の

基
盤
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
法
哲
学
、
法
社
会
学
、
政
治
学
、
政
治
史
と

い
っ
た
異
な
る
領
域
の
聞
の
対
話
を
意
図
的
に
試
み
た
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
っ
た
。
英
語
、
中
国
語
、
日
本
語
の
併
用
と
い
う
些
か
煩
讃
な
言
語
環

境
に
も
拘
わ
ら
ず
、
報
告
者
お
よ
び
コ
メ
ン
テ
l
タ
l
の
聞
で
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
フ
ロ
ア
ー
と
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
も
、
異
な
っ
た
領
域
や

ア
プ
ロ
ー
チ
の
研
究
者
の
問
で
生
産
的
な
討
論
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
た

北j去53(2・280)532



い
へ
ん
有
意
義
で
あ
っ
た
。
改
め
て
、
主
報
告
者
と
な
っ
て
い
た
だ
い
た

陳
助
教
授
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
(
文
責

法学会記事

長
谷
川
晃
)
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